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令和５年度の主な事業報告 

社会福祉法人大幸会 

社会福祉事業 

１． 基本理念 

 ご利用者様の利用ニーズに合った運営を第一とし、快適な生活環境の維持向上、介

護技術の向上に努め、地域における老人福祉の拠点としての役割を果たすよう努めて

おります。 

ご利用者様一人ひとりが、主体性をもった個人として尊重され、地域社会の中でご家

族や近隣の皆様と積極的な交流を図りながら、生き生きとした生活が送れることを目

指します。 

家庭的な雰囲気の中で安全で且つ健康が守れるよう、彩幸の杜のポリシー「三つの幸

せ」の実現のため次のとおり定めております。 

(1) 人と人が出会う幸せ 

いくつになっても、出会いは人の心を弾ませます。彩幸の杜は、皆様に開かれた

スペースで、入居者同士はもちろん、地域の方々との出会いをお手伝いします。 

(2) 人が人として尊ばれる幸せ 

お一人お一人、個人の尊厳を何よりも大切にします。さまざまな暮らしのお手伝

いをしながら、皆様に自立した個人として、誇りをもって毎日を過ごす幸せを満

喫していただきます。 

(3) 心と心が通う幸せ 

集い合うすべての人と、心と心を通わせる幸せ。仲間たち、友人たちはもちろん、

スタッフも例外ではありません。スタッフは単に「お世話する立場」ではありま

せん。人と人の親切な関係を大切にします。 

 

２． 法人の概要 

 

  主たる事務所の所在地   さいたま市岩槻区増長 378 番地 1 

  代表者氏名        理事長 西村 直久 

  法人認可年月日      平成 20 年 10 月 10 日 

  設立登記年月日      平成 20 年 10 月 15 日 

  法人認可番号       指令保福福第 2099 号 

 

３． 法人の事業 

 

  第一種社会福祉事業  介護福祉施設       特別養護老人ホーム彩幸の杜 

  第二種社会福祉事業  短期入所生活介護           〃 

             介護予防短期入所生活介護       〃 

             通所介護         デイサービスセンター彩幸の杜 

             介護予防通所介護           〃 

  公益を目的とする事業 居宅介護支援事業     ケアプランセンター彩幸の杜 
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＊( )は兼務の人数であります。 

○資格等の取得状況 

 社会福祉主事  3 名   介護福祉士 47 名   介護支援専門員 7 名 

 看護師     2 名    准看護師    5 名   栄養士         1 名 

 

5．年間利用者数 

  介護福祉施設     109 名(年度末入所者数) 

  短期入所生活介護 2,969 名(年間延人数) 

  通所介護     6,589 名(年間延人数) 

  居宅介護      955 名(年間延人数) 

 

6．年間行事実施内容 

内容 時期 

お誕生日会 毎月 

運動会(ユニット毎) 5 月 

丑の日・七夕 7 月 

花火大会 8 月 

敬老の日お祝い 9 月 

運動会メニュー(食事) 10 月 

ハロウィン 11 月 

冬至、クリスマス 12 月 

お正月祝膳 1 月 

節分 2 月 

雛祭り 3 月 

 

 

 

 

 



7．外部研修実績 

研修名 主催 出席者 

応急手当普及員研修 さいたま市消防局 介護職 

チームリーダーキャリアパス研修 さいたま市福祉協議会 介護職 

記録の仕方研修 さいたま市福祉協議会 介護職 

 

 

8．内部研修実績 

研修内容 講師 対象者 

高齢者虐待防止研修 身体拘束虐待防止委員 介護職 

看取りケア研修 看取り委員会 介護職 

ストレス対処力研修 ハラスメント委員会 介護職 

ハラスメント予防と対応研修 ハラスメント委員会 介護職 

身体拘束研修 身体拘束虐待防止委員 職員 

感染症対策研修 感染対策委員 職員 

事故防止研修 事故防止委員 介護職 

排泄陰部洗浄研修 排泄褥瘡予防委員 介護職 

口腔ケア研修 春日部ﾃﾞﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ 介護職 

 

 

9．災害訓練・健康管理・衛生管理等実施内容 

実施日 内容 場所 対象者 

毎月 1 回 腸内検査 外部委託 介護職・看護師 

4 月 定期健康診断 外部委託 職員 

3 月 夜勤従事者健康診断 外部委託 夜勤従事職員 

6 月・12 月 害虫駆除 厨房  

10 月・3 月 避難訓練 
特別養護老人ホーム

彩幸の杜 
職員・入所者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10．次年度の課題と目標 

 

（１）本年度の取組むべき重点課題 

   ①ユニットケアの推進 

   ②見える化の推進 

   ③マニュアルの見直しと整備 

   ④医療行為高齢者の受入体制の整備（重度化） 

 

（２）運営目標 

社会福祉法人 大幸会においては、下記目標を実現すべく事業を展開していきま

す。 

 

① 介護保険法施行下において、利用者様及びご家族等から選ばれる施設作りを目

指します。 

利用者様及び家族等の地域特性やニーズ等を十分把握し、利用者様の獲得に努

め、効率的運営を行っていきます。 

 

②  全職員が一丸となって事業に万進できるよう職員の育成に努めます。 

職員の資質により提供サービスに格差が生じないよう各種マニュアルを随時見

直すとともに、職員の資質向上を図っていきます。   

 

③ 平成１７年４月に施行された「個人情報保護に関する法律」に鑑み、お客様の個

人情報保護を推し進めていきます。 

「個人情報保護基本法」に鑑み、お客様の個人情報保護を更に推し進めていくと  

ともに、情報開示についても更に推し進めていきます。 

 
④ 医療ニーズへの対応を検討し、速やかな受入体制の整備を進めると共に、入居者

様に「最後まで安心して生活できる場」としての社会的使命を果たすべく、ター

ミナルケア体制の構築を推し進めていきます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業報告の附属明細書 

 

令和 5 年度事業報告には、｢事業報告の内容を補足する重要な事項｣が存在しないので、

定款第 28 条（2）に規定する事業報告の附属明細書は作成しない。 
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(単位:円)

令和 6年 3月31日現在

第三号第一様式

法人単位貸借対照表

増減前年度末当年度末増減前年度末当年度末

負債の部資産の部

△5,738,403流動負債 102,630,461 108,368,86420,311,134151,017,584171,328,718流動資産

4,000,000短期運営資金借入金 12,000,000 8,000,00016,892,72533,134,57750,027,302現金預金

△1,159,610事業未払金 11,310,695 12,470,3053,693,066116,125,206119,818,272事業未収金

△21,948,000１年以内返済予定設備資金借入金 38,984,000 60,932,00014,59139,66054,251立替金

3,393,720１年以内返済予定リース債務 4,462,920 1,069,200△289,2481,718,1411,428,893前払費用

5,957,401未払費用 12,041,733 6,084,332

△6,600預り金 0 6,600

274,686職員預り金 1,747,780 1,473,094

3,750,000賞与引当金 22,083,333 18,333,333

16,714,725固定負債 150,800,821 134,086,096△39,616,371862,312,711822,696,340固定資産

△3,153,000設備資金借入金 102,747,000 105,900,000△56,289,426747,073,566690,784,140基本財産

14,876,400リース債務 14,876,400 0054,733,15054,733,150土地

4,991,325退職給付引当金 33,177,421 28,186,096759,0001,385,139,9071,385,898,907建物

10,976,322負債の部合計 253,431,282 242,454,960△57,048,426△692,799,491△749,847,917減価償却累計額

純資産の部16,673,055115,239,145131,912,200その他の固定資産

0基本金 164,733,150 164,733,150036,852,89436,852,894土地

0第１号基本金 54,733,150 54,733,150054,400,56554,400,565構築物

0第３号基本金 110,000,000 110,000,00001,737,9001,737,900機械及び装置

△14,588,958国庫補助金等特別積立金 272,998,184 287,587,14201,354,0001,354,000車輌運搬具

その他の積立金4,428,479116,674,866121,103,345器具及び備品

△15,692,601次期繰越活動増減差額 302,862,442 318,555,043△9,495,436△119,183,502△128,678,938減価償却累計額

△13,778,860(うち当期活動増減差額) △15,692,601 △1,913,74119,339,32019,339,320有形リース資産

△152,760294,120141,360権利

△129,800508,384378,584ソフトウェア

△1,069,2001,069,2000無形リース資産

4,082,80021,175,40025,258,200退職共済預け金

△330,348330,3480長期前払費用

△30,281,559純資産の部合計 740,593,776 770,875,335024,97024,970その他の固定資産

△19,305,237負債及び純資産の部合計 994,025,058 1,013,330,295△19,305,2371,013,330,295994,025,058資産の部合計
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第二号第一様式

(単位:円)

(自)令和 5年 4月 1日(至)令和 6年 3月31日

法人単位事業活動計算書

増減(A)-(B)前年度決算(B)当年度決算(A)勘定科目

△15,692,601318,555,043302,862,442

△15,692,601318,555,043302,862,442

△1,913,741320,468,784318,555,043

△13,778,860△1,913,741△15,692,601

1,625,00001,625,000

△1,584,0001,584,000

△1,584,0001,584,000

41,0001,584,0001,625,000

41,0001,584,0001,625,000

△15,403,860△1,913,741△17,317,601

3,733,638△862,9122,870,726

△484,637999,367514,730

△484,637999,367514,730

3,249,001136,4553,385,456

3,249,317135,7093,385,026

△316746430

△19,137,498△1,050,829△20,188,327

60,209,947666,079,728726,289,675

27,742△14,616,700△14,588,958

3,893,13666,977,76670,870,902

△937,34869,090,03468,152,686

615,171118,148,968118,764,139

56,611,246426,479,660483,090,906

41,072,449665,028,899706,101,348

41,072,449665,028,899706,101,348

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

費
用

収
益

特
別
増
減
の
部

費
用

収
益

サ
䤀
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

費
用

収
益サ

䤀
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16)

その他の積立金積立額(16)

その他の積立金取崩額(15)

基本金取崩額(14)

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)

前期繰越活動増減差額(12)

当期活動増減差額(11)=(7)+(10)

特別増減差額(10)=(8)-(9)

特別費用計(9)

国庫補助金等特別積立金積立額

特別収益計(8)

施設整備等補助金収益

経常増減差額(7)=(3)+(6)

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)

サービス活動外費用計(5)

支払利息

サービス活動外収益計(4)

その他のサービス活動外収益

受取利息配当金収益

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)

サービス活動費用計(2)

国庫補助金等特別積立金取崩額

減価償却費

事務費

事業費

人件費

サービス活動収益計(1)

介護保険事業収益
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法人単位資金収支計算書
第一号第一様式

(自)令和 5年 4月 1日(至)令和 6年 3月31日

(単位:円)

備考差異(A)-(B)決算(B)予算(A)勘定科目

△5,924,257

0

△5,924,257

2,555,952

△3,188,300

△3,188,300

△632,348

△632,348

1,065,959

△1,140,959

△4,044,480

2,403,521

500,000

△75,000

0

△75,000

△9,546,168

△911,636

3,430,000

46,270

4,133,314

6,336,861

△14,858,081

△10,457,804

△3,299,026

△430

△7,158,348

134,228,510

122,983,253

11,245,257

―

△2,555,952

3,188,300

3,188,300

632,348

632,348

△32,707,959

74,332,959

4,044,480

5,187,479

65,101,000

41,625,000

40,000,000

1,625,000

46,509,168

662,977,636

514,730

68,152,686

118,764,139

475,546,081

709,486,804

3,385,026

430

706,101,348

128,304,253

122,983,253

5,321,000

△31,642,000

73,192,000

7,591,000

65,601,000

41,550,000

40,000,000

1,550,000

36,963,000

662,066,000

3,430,000

561,000

72,286,000

125,101,000

460,688,000

699,029,000

86,000

698,943,000

支
出

収
入

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

支
出

収
入

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

支
出

収
入事

業
活
動
に
よ
る
収
支

当期末支払資金残高(11)+(12)

前期末支払資金残高(12)

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

予備費支出(10)

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

その他の活動支出計(8)

その他の活動による支出

その他の活動収入計(7)

その他の活動による収入

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

施設整備等支出計(5)

ファイナンス･リース債務の返済支出

固定資産取得支出

設備資金借入金元金償還支出

施設整備等収入計(4)

設備資金借入金収入

施設整備等補助金収入

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)

事業活動支出計(2)

その他の支出

支払利息支出

事務費支出

事業費支出

人件費支出

事業活動収入計(1)

その他の収入

受取利息配当金収入

介護保険事業収入
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